
第1章　総則　教育・保育の基本

１．教育・保育の基本

２．教育及び保育の配慮

３．教育課程・全体的な計画、指導計画作成と評価

４．特別支援教育・障がい児保育

６．こどもの発達

第2章　「ねらい」及び「内容」

１．乳児保育に関わるねらい及び内容

２．1歳以上3歳未満児の保育に関わるねらい及び内容

４．3歳以上児の保育に関わるねらい及び内容

第3章　健康及び安全

１．健康支援

２．食育

３．環境・衛生管理、安全管理

４．災害への備え

第4章　子育て支援

１．園児の保護者に対する子育て支援

２．地域における子育て支援

第5章　職員の資質向上

第1章　総則　教育・保育の基本

達成状況 できていること できるとよかったこと

・こどもたちの様子などを職員

間で共有している。

・支援が必要なこどもたちの特

性に合わせた計画を立ててい

る。

・こどもたちの人権を尊重し、

一人ひとりの思いに寄り添い保

育をしている。

・特別支援などに関する研修を

受講する機会が少ないと感じ

る。

・幼児期の終わりまでに育って

ほしい姿を具体的に説明する力

が足りないと感じる。

自己評価結果（令和６年度）

川辺町第１こども園

合計

11.3% 25.3%

67.6% 11.3% 21.1%

9.0% 13.0%

16.4% 23.6%

23.8% 42.5%

11.5% 48.5%

11.0% 27.1%

7.9% 26.4%

9.1% 6.4%

評価項目

62.6%

65.7%

71.4%

できている

５．「育みたい3つの資質・能力」と「幼児期の終わりまでに育ってほしい10の姿」

65.0%

66.0%

58.9%

21.4%

評価内訳（割合）

少しできている できていない

11.4% 17.1%

17.1%

12.6% 24.8%

7.9% 26.4%

10.1% 15.6%

17.9%

10.6% 23.4%

16.7% 24.4%

20.0% 58.6%

74.3%

３．保育の実施に関わる配慮事項（乳児・1歳以上3歳未満児） 56.7% 23.3% 20.0%

71.3% 25.3% 3.3%

87.4% 5.7% 6.9%

70.9% 8.3% 20.8%

63.3%

61.8%

65.7%

84.5%

60.0%

58.3%

78.0%

33.8%

15.6% 26.1%

40.0%



第2章　「ねらい」及び「内容」

第3章　健康及び安全

第4章　子育て支援

第5章　職員の資質向上

＜来年度取り組むべき課題及び提案＞

・先の見えない時代で過去のデータが役に立たないことが少なくない中、保育の質の向上に向けて、「自分で考

えて行動できる」人づくりを進めていく。

・引き続き、こどもたちの人権を尊重して、その気持ちに寄り添うことを大切にしていく。

・職員間のつながりを大事にして、よりよい保育となるよう努めていく。

・こどもたちを温かく見守り、

その気持ちを受け止めるよう努

めている。

・廃材あそびなどを通して、こ

どもたちが自由に表現できる時

間を設けることができている。

・こどもたちが全身を使ってあ

そびを楽しめる時間を増やして

いきたい。

・楽器を使う楽しさを味わえる

機会も増やしていきたい。

・こどもたちの発育状況などを

把握して保育している。

・給食の時間、こどもたちと楽

しく食べれるよう工夫してい

る。

・室温、換気、清掃など、こど

もたちがすごしやすい環境とな

るよう努めている。

・災害に対する意識、感染症に

関する知識を深めていきたい。

・基本的生活習慣の自立に関し

て、保護者と話し合いながら進

めている。

・園庭開放を通して、地域の子

育て支援に努めている。

・保護者がより安心して相談で

きる環境となるよう努めていき

たい。

・自分の果たすべき役割を考え

ながら行動するよう努めてい

る。

・研修などにより保育の質の向

上に努めていきたい。

＜就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関する法律施行規則第23条による評価＞

・こどもたちと一緒に楽しそうにいろんな活動をしていると感じる。

・こどもたちの安全に気を配り、安心して過ごせるよう努められている。

・地域の自然を活かした体験を取り入れて、こどもたちの五感を育まれているように感じる。

・災害への備えや地域との関わりを増やす取り組みができると良い。

・こどもの個性を尊重する時代に即して、一人ひとりを大切に関わっていると感じている。


